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はじめに

Aetria WorkstationはAetria Command Centerと連携して動作するため、コントロールルーム

のオペレータはローカルワークステーションの複数のソースにアクセスして、それらを表示できま

す。

個々のWorkstationオペレータが単一または複数のモニターを使用して、デスクトップを特定の

ゾーンに分割し、Aetriaソリューション内で利用可能なソースの任意の組み合わせや、Work-
stationで利用可能なローカルアプリケーションを表示できます。

はじめに

このヘルプトピックは、ユーザーを対象に、Workstationアプリケーションの使用方法の概要を

簡単に説明しています。

ユーザーがログオンすると、左側にデスクトップサイドバーが表示されます。サイドバーからツール

を選択すると、必要に応じてパネルの右端をクリックしてサイズ変更できるポップアップパネルが

表示されます。



デスクトップサイドバーには、次のツールがあります(上から下 )。

ピンメニューポップアップ -ピンメニューポップアップを使用して、パネルをワークスペースに固定し

ます。メニューポップアップを固定したときに表示されるメニューは、現在のメニューまたは最後

に使用したメニューです。

デスクトップ -現在デスクトップ上でアクティブなソース、テンプレート、およびレイアウトの一覧が

表示されます。

ソース -ウォール上でウィンドウとして開くことのできる利用可能なすべてのローカルおよびリモー

トソースを一覧にしたコンテンツツリーを表示します。ソースはアルファベット順に一覧表示され

ています。



テンプレート -利用可能なテンプレートの一覧を表示します。テンプレートは、デスクトップのレ

イアウトの編成や作成を支援するためのツールです。テンプレートを使用し、デスクトップ上でビ

ジュアルディスプレイを作成し、特定のコンテンツを表示することができます。選択したテンプ

レートの上にマウスカーソルを合わせ、[適用 ]をクリックすると、テンプレートをデスクトップに適用

することができます。それによりソースをテンプレートのセルに適用できるようになります。テンプ

レートを作成するには、テンプレートパネルの上部にある[+]アイコンをクリックします。

レイアウト -利用可能なレイアウトの一覧を表示します。レイアウトツールを使用すると、ユー

ザーは複数のソースをウォールに配置することができ、レイアウトとして保存して呼び出すことが

できます。新しいレイアウトを作成するには、利用可能なレイアウトパネルの上部にある[+]ア
イコンをクリックします。アイコンは、デスクトップ上でソースがアクティブな場合のみ利用可能に

なります。

コントロール - AligoウォールまたはWallControlウォールを選択して開き、ウォールのコンテンツを

制御することができます。コントロール機能は、ユーザーがすべてのウォールを管理またはウォー

ルまたはロケーションを個別に管理権限を持つ場合にのみ、使用可能です。

音量 -音量スライダーは、オーディオを含むすべての表示されているメディアソースに適用され

ます。他のツールパネルを使用中の場合も、音量スライダーは引き続き表示されます。



設定

一般 -一般設定を使用して、言語の選択、Network Manager設定の表示 /編集、ウェブ

ソースを表示するためのウェブブラウザタイプの選択を実行できます。

バージョン情報 -アプリケーション名とバージョン番号の詳細を含むダイアログが表示されま

す。

アプリケーション管理 -アプリケーション管理ダイアログでは、現在稼働しているどのアプリケー

ションをレイアウトから除外可能にするかを選択できます。

フレーム -ソースにフレームを追加する機能。

レイアウト -レイアウト設定では、Workstationアプリケーションの起動時に自動的に開かれる

特定のレイアウトを選択できます。レイアウトのキーボードショートカットも表示できます。

キーボードショートカット -デフォルトのキーボードショートカットを再割り当てできます。

ソース -新しいローカルソースを追加し、ソースウィンドウをどのように開き、テンプレートセルとや

り取りさせるかの動作を設定できます。



テンプレートエディタ -テンプレートエディタを使用して、テンプレートセルの色とテンプレートセル

の境界線の厚みを選択できます。

テンプレートオーバーレイ -テンプレートオーバーレイの固有の色と、オーバーレイ境界線の厚み

を選択できます。

Aetria WorkstationとAetria Network Managerの間のリンクが切断されると、デスクトップサイド

バーに警告を示す三角形が表示され、リンクが切断されたことを通知します。この場合に

は、Aetria Network ManagerにリンクされているすべてのAetria Workstation機能が利用でき

なくなります。



デスクトップ

デスクトップポップアップパネルに、現在デスクトップ上でアクティブなソース、テンプレート、および

レイアウトの一覧が表示されます。見出しの右にある[X]アイコンをクリックすると、デスクトップか

ら、すべての開かれたソース、適用されたテンプレートまたはレイアウトを削除できます。

開かれたソース

[開かれたソース]は、デスクトップ上で現在開かれ、使用されているすべてのソースの一覧で

す。ソースメニュー機能を開くには、ソースの右側にある省略記号をクリックするか、ソース名を

右クリックします。メニューで利用可能な一部の機能は、テンプレートがデスクトップに適用さ

れているかどうかによって異なります。



ウォールに送信

[ウォールに送信 ]アイコンをクリックすると、ウォールの一覧が表示されます。各ウォール(選択

した場合 )には、現在ウォール上にあるテンプレート内の名前付きセルの一覧が表示されま

す。テンプレートセルを選択すると、ソースが送信され選択したセル内に表示されます。

ソースをウォールに移動できるようにするには、名前付きセルを含むテンプレートを移動先の

ウォールに適用する必要があります。

アクティブなテンプレート

[アクティブなテンプレート ]は、デスクトップ上で現在開かれているすべてのテンプレートの一覧で

す。

アクティブなレイアウト

[アクティブなレイアウト ]は、デスクトップ上で現在開かれているすべてのレイアウトの一覧です。

ピンメニューポップアップ

ピンメニューレイアウトを使用して、パネルをワークスペースに固定します。メニューポップアップを

固定したときに表示されるメニューは、現在のメニューまたは最後に使用したメニューです。



ソース

お気に入りに追加

一部のソースが他のソースより頻繁に使用される場合があります。それらをお気に入りリストに

追加すると、よく使用されるソースをすべて、1か所に並べることができます。ソースをお気に入

りリストに追加するためのさまざまな方法があります。

l コンテンツツリーでソースの名前を右クリックして、お気に入りに追加を選択します。

l ソース名にカーソルを合わせて、右側に表示された星をクリックします。

ソースを選択すると、ソースパネルの[お気に入り]タブで利用可能になります。

同じ認証情報を使用してAetria Command Centerにアクセスしているユーザーについては、お

気に入りは両方のアプリケーションから同期されます。



新しいウィンドウを開く

[新しいウィンドウで開く]を選択すると、ウォールにソースが表示されます。同じソースの複数の

インスタンスを開いて、デスクトップ上に配置できます。また、ソースウィンドウの隅でカーソルをク

リックすると、ウィンドウのサイズを変更できます。

タイトルバー中央の小さい三日月をクリックするとウィンドウメニューが表示され、次のアイコン

が左から右に表示されます。

セルに移動 -テンプレートがデスクトップに適用されている場合、ウォールに送信機能が利用

可能になり、テンプレート内の特定のセルでソースを開くために使用できます。セルに移動メ

ニュー機能にカーソルを合わせるかクリックすると、テンプレートがWorkstationアプリケーション

ウィンドウで強調表示され、テンプレートセルが番号付けされます。メニュー上の番号付けされ

たセルの一覧でカーソルを上下に移動すると、各セルが強調表示されるため、すばやく識別

できます。別のソースによってすでに使用中のセルは、ソース設定で選択したウィンドウアクショ

ンによっては、選択できない場合があります。

テンプレートセルで使用される色は、設定メニュー内のテンプレートエディタで設定できます。

ウィンドウをテンプレート内の別のセルに移動するには、ウィンドウタイトルバーをクリックして必

要なセルにドラッグします。

キーボードとマウスのコントロールをロック解除 –ロックを解除すると、ワークステーションのカーソ

ルとキーボードがソースのコンテンツを制御します。この機能はAligoソースとArqaソースでのみ

使用できます。ソースとAligoTXの間にUSBケーブルを接続する必要があり、さらに、ソースは

KVMソースである必要があります。( KVM -キーボード、ビデオ(モニター)、マウスを使用して、

1つのキーボードで複数のPCを制御、切り替え、管理するものです)。

Ctrl+Alt+Deleteの送信 - [Ctrl+Alt+Deleteの送信 ]アイコンをクリックすると、ユーザーが接続

しているマシンでCtrl+Alt+Del画面を開くコマンドを送信できます。このコマンドはWorkstation
のキーボードから直接使用することができないため、アイコンを使用して送信する必要がありま

す。ソースとAligoTXの間にUSBケーブルを接続する必要があり、さらに、ソースはKVMソースで

ある必要があります。

十字線 – .クリックしたまま、ウィンドウをデスクトップの任意のエリアにドラッグします。

音量の調整 -オーディオが埋め込まれたキャプチャカードソースの音量をスライドバーで調整で

きます。スライドバーの右側にあるスピーカーアイコンをクリックして音量をミュートにします。オー

ディオおよびオーディオコントロールにアクセスするには、Aetria Command Centerでオーディオの

有効化のプリセットを有効またはデフォルトに設定しておく必要があることに注意してください。



ウィンドウの設定 -クリックすると、ソースの名前と、境界線、フレーム、オンスクリーンディスプレ

イを追加するためのオプションを表示するダイアログが開きます。

フレーム -ソースウィンドウにフレームを追加するには、最初にフレーム設定でフ

レームが有効になっていることを確認します。フレーム機能はすべてのソースで使

用できます。ドロップダウンリストを使用してフレームのカラーソースを選択します。

l ワークステーションカラーを選択すると、フレームはグローバルフレーム設定で

選択された色を採用します。

l ソースカラーを選択すると、ソースウィンドウの目立つ色が自動的に選択さ

れます。

l 特定のカラーを選択すると、右側にドロップダウンリストが表示され、カラー

パレットで任意の色を選択できるようになります。

境界線 -ソースウィンドウに境界線を追加するには、境界線の追加アイコン( +)
をクリックします。Aetria Command Centerで作成されたすべての境界線を含む一

覧が表示されます。一覧の右側にあるスクロールバーを使用して、特定のウィン

ドウを強調表示するのに使用できるすべての境界線を参照します。境界線機

能はウェブまたはコンポジットソースでは使用できません。

オンスクリーンディスプレイ( OSD) -ソースウィンドウでOSDを表示するには、OSDの
追加アイコン( +)をクリックします。Aetria Command Centerで作成されたすべての

OSDを含む一覧が表示されます。一覧の右側にあるスクロールバーを使用して、

使用できるすべてのOSDを参照します。OSDを削除または別のOSDを選択するに

は、( X)アイコンをクリックします。ソースウィンドウで一度に使用できるOSDは1つで

す。OSD機能はウェブまたはコンポジットソースでは使用できません。

利用可能なソース

検索ボックス

検索ボックスを使用して、特定のソースをすばやく見つけることができます。検索は、3文字目

が入力されるとすぐに始動します。

フィルターボックス

フィルターボックスを使用して、表示されるソースのタイプを選択できます。フィルターボックスをク

リックすると、利用可能なソースタイプが一覧表示されます。関連するチェックボックス内をク



リックして、ソースのタイプを選択します。

ソースコンテンツツリー

ソースコンテンツツリーには、リモートおよびローカルで利用可能なすべてのソースが一覧されま

す。コンテンツツリーは、[+]または[-]アイコンを使用して、完全に展開することも、格納しておく

こともできます。ソースはすべてアルファベット順で一覧表示されます。利用可能なソースを昇

順または降順にするには、上 /下矢印を使用します。

バナー

Aetria Command Centerで作成されたバナーは、ワークステーションデスクトップに表示できま

す。テキストバナー、RSSフィード、スクロールおよび点滅バナーが使用可能です。ワークステー

ションにバナーを表示するには、左側のソースパネルで必要なバナーを探し、ワークステーション

にドラッグします。バナーが表示されると、バナーコンテンツの比率を維持しながら、隅と辺をド

ラッグしてバナーのサイズを変更できます。ワークステーションデスクトップ上でバナーを移動する

には、バナーウィンドウの中央上部にある小さい三日月をクリックして、十字線アイコンを選択

します。

バナーをお気に入りに追加できます。

ウィンドウを閉じるには、ソースウィンドウの左上の[×]をクリックするか、タイトルバー中央の小さ

い三日月をクリックして、ソースを閉じるアイコンを選択します。

すべてのソースを一覧

すべてタブを選択すると、すべての利用可能なリモートおよびローカルのソースがソースパネルに

表示されます。各ソースの横にあるアイコンは、ソースがオンラインかオフラインかを示します。ア

イコンに赤い斜め線がある場合は、ソースがオフラインであることを示します。

お気に入りソースを一覧

[お気に入り]タブを選択すると、お気に入りソースとして選択されたすべてのソースが、専用の

リモートおよびローカルのソースフォルダに表示されます。

ローカルソース

ローカルソースは、Workstationがインストールされているマシンで利用可能なソースです。これ

らのソースにはMSOffice文書を含められます。ローカルソースを設定する方法の詳細について

は、ソース設定をご覧ください。



リモートソース

リモートソースは、Aetria Network Managerを介してネットワーク経由で利用可能で、Aetria
Command Centerによって制御されているソースです。

ピンメニューポップアップ

ピンメニューレイアウトを使用して、パネルをワークスペースに固定します。メニューポップアップを

固定したときに表示されるメニューは、現在のメニューまたは最後に使用したメニューです。



テンプレート

テンプレートは、デスクトップのレイアウトの編成や作成を支援するためのツールです。テンプ

レートを使用し、デスクトップ上でビジュアルディスプレイを作成し、特定のコンテンツを表示す

ることができます。

選択したテンプレートの上にマウスカーソルを合わせ、適用をクリックすると、テンプレートをデス

クトップに適用することができます。

アクティブなテンプレート

アクティブなテンプレートは、デスクトップで現在使用されているテンプレートの表現を表示しま

す。異なるテンプレートが適用されると、デスクトップ上の現在アクティブなテンプレートに取って

代わります。



利用可能なテンプレート

利用可能なテンプレートの一覧には、作成済みでWorkstationで利用可能なテンプレートが

含まれます。

新しいデスクトップテンプレートの作成

新しいデスクトップテンプレートを作成するには、利用可能なテンプレートパネルの上部にある

[+]アイコンをクリックします。[新しいデスクトップテンプレートの作成 ]ダイアログが表示されま

す。

セル数

テンプレートで必要なセル数を選択します。正しい数のセルを持つデザインが下に表示されま

す。Workstationアプリケーション内に組み込まれるグリッド、行、列の基本デザインを除き、デ

ザインはAetria Command Centerからインポートされます。

デスクトップテンプレート

テンプレートをカスタマイズする必要がある場合は、ワークスペースまで上にドラッグして、そこで

カスタマイズできます。カスタマイズする必要がない場合は、ダイアログ下部で新しいデスクトッ

プテンプレートに名前を付け、[デスクトップテンプレートの保存 ]を選択します。テンプレートが

他のWorkstationユーザーと共有されていない場合、[共有 ]ボタンは無効になっています。

デスクトップテンプレートのカスタマイズ

テンプレートをワークスペースにドラッグ&ドロップすると、デスクトップテンプレートのカスタマイズ機

能が利用可能になります。デスクトップテンプレートダイアログの右上にある[デスクトップテンプ

レートのカスタマイズ]ボタンをクリックすると、カスタマイズ可能なテンプレートがデスクトップ上に

開きます。

テンプレートセル内をマウスで右クリックすると、オンスクリーンメニューが現れます。

セルの名前変更 -デフォルトでは、セルに自動的に番号が割り当てられます。セルの名前変

更を選択すると、編集ボックスが表示されます。セルの新しい名前を入力し、[OK]をクリックし

ます。

作業ゾーンの作成 - [作業ゾーンの作成 ]を選択すると、セルに斜線が追加されます。作業

ゾーンは、通常のテンプレートコントロールからは除外されるテンプレートのエリアです。



セルの境界線は、水平および垂直の両方で各セルの境界線の中央にある青い円形のアイ

コンをクリックしてドラッグすることで移動できます。

セルの分割 -セルを分割して、テンプレート内に追加のセルを作成できます。カーソルをセル

内の分割する必要があるポイントに移動します。カーソルをセル内で動かすと、垂直の分割

ガイドが現れ、分割位置を確定するために使用できます。ガイドを水平分割に変更するに

は、Shiftキーを長押しします。

分割するには、マウスの左ボタンをクリックします。分割されると、追加のセルに自動的にセル

番号が割り当てられます。

変更内容を保存するには、Workstationタスクバーの上部にある[完了 ]アイコンをクリックしま

す。変更内容を破棄するには、[キャンセル]をクリックします。

テンプレートの検索

検索機能を使用して特定のテンプレートをすばやく特定できます。これは特に、Workstation
に多数のテンプレートが存在する場合に役立ちます。フィルターはドロップダウン矢印を使用し

て適用できます。[最終修正日 ]または[作成日 ]を選択します。検索機能は、ユーザーが検

索ボックスにテキストを入力し始めるとすぐに始動します。

使用可能なテンプレート

使用可能なテンプレートとは、Workstationで使用できるテンプレートを指しています。これらに

は、他のワークステーションで作成され、[共有 ]が有効な状態で保存されたテンプレートが含

まれる場合があります。

使用不可のテンプレート

使用不可のテンプレートとは、Workstationとの互換性がないテンプレートを指しています。た

とえば、テンプレートが3台のモニターに拡散されたデスクトップ向けに作成されているが、使用

中のワークステーションには4台のモニターが存在している場合があります。

テンプレートのオプションメニュー

テンプレートごとに、テンプレート名の右側にある省略記号アイコンをクリックして開くことができ

るオプションメニューがあります。以下のオプションが利用可能です。



適用/削除

適用を選択すると、テンプレートがデスクトップ上に配置され、アクティブなデスクトップになりま

す。テンプレートがアクティブな場合は、[削除 ]を選択して、それを削除できます。テンプレート

が適用されると、デスクトップ上に現在表示されている他のテンプレートに取って代わります。

名前変更

[名前変更 ]オプションを選択すると、テンプレート名が編集可能になります。新しい名前を入

力してキーボードでEnterキーを押すと、変更が適用されます。テンプレート名は、[編集 ]オプ

ションでも変更できます。

編集

[編集 ]を選択すると、デスクトップテンプレートの編集ダイアログが表示されます。セルをさらに

追加して必要に応じてテンプレートを編集したり、デスクトップテンプレートのカスタマイズ機能

を使用してセルを分割したり再編成したりすることができます。編集が完了したら、[デスクトッ

プテンプレートの保存 ]をクリックして、編集内容を保持します。

コピーの保存

よく使用されるセル構造と一緒にテンプレートのコピーを保存できます。これにより、同じテンプ

レートの複数のコピーを作成する必要がなくなります。[コピーの保存 ]をクリックすると、テンプ

レートエディタが開きます。コピーされたテンプレートの新しいデスクトップテンプレート名を入力し

ます。保存されたテンプレートのコピーを他のWorkstationで利用できないようにするには、共

有ボタンをクリックして、共有機能を無効にします。

削除

テンプレートがこれ以上必要ない場合は、削除をクリックして、利用可能なテンプレートの一

覧から削除します。

ピンメニューポップアップ

ピンメニューレイアウトを使用して、パネルをワークスペースに固定します。メニューポップアップを

固定したときに表示されるメニューは、現在のメニューまたは最後に使用したメニューです。





レイアウト

レイアウトでは、よく使用されるコンテンツをデスクトップや単一のモニターにすばやく表示する方

法を作成できます。ソースは、その後レイアウトとして保存できるテンプレートを使用して、デス

クトップやモニターの特定の位置に配置できます。すべてのソースが使用可能な場合、レイア

ウトが適用されると、レイアウトはすべてのソースをそれらが最初に保存された位置とサイズで

開きます。新しいソースが既存のレイアウトに追加され、レイアウトを今後も展開する場合

は、新しいソースを含めるためにレイアウトを保存する必要があります。

アクティブなレイアウト

アクティブなレイアウトとは、デスクトップまたはモニターに適用され、現在使用中のレイアウトで

す。異なるレイアウトが適用されると、表示されている現在アクティブなレイアウトに取って代わ



ります。レイアウトがアクティブな場合は、[更新 ]ボタンと[消去 ]ボタンがレイアウト表現に追加

されます。

レイアウトプロパティの更新

[更新 ]をクリックすると、レイアウト名を含む、特定のレイアウトプロパティを更新できます。レイ

アウトを共有したり、レイアウトを保存するフォルダを選択したりすることもできます。

利用可能なレイアウト

利用可能なレイアウトの一覧には、作成済みでWorkstationで利用可能なレイアウトが含ま

れます。

レイアウトの検索

検索機能を使用して特定のレイアウトをすばやく特定できます。これは特に、Workstationに
多数のレイアウトが存在する場合に役立ちます。フィルターは、ドロップダウン矢印を使用して

適用できます。[作成日 ]、[最終修正日 ]または[名前 ]を選択します。検索機能は、ユー

ザーが検索ボックスにテキストを入力し始めるとすぐに始動します。

ロック済みまたはロック解除済みと指定されているレイアウトに対しても検索を実行できます。

Aetria Command Centerで作成したユーザーロールで、特定のレイアウトに対する特定のロー

ルやユーザーアクセスを許可できます。

ロック解除 -ロック解除済みレイアウトは、作成済みですべてのユーザーが利用できるレイアウ

トです。

ロック済み -ロック済みレイアウトは、表示はできますが利用はできないレイアウトです。システ

ム管理者は、ロック済みレイアウトへのアクセスを許可できます。

新しいレイアウトの作成

新しいレイアウトを作成するには、利用可能なレイアウトパネルの上部にある「+」アイコンをク

リックします。アイコンは、デスクトップ上でソースがアクティブな場合のみ利用可能になります。

選択すると、［レイアウトの作成］ダイアログが表示されます。

レイアウトに含めるソースを開いて、それらをデスクトップ上に配置します。テンプレートは、ソー

スをデスクトップ上で表示する方法を整理するのに便利です。



レイアウト名

レイアウト名のテキストボックス内をクリックして、レイアウトの名前を入力します。これは必須で

す。

共有

レイアウトは、同じ場所内の他のWorkstationと共有できます。[共有 ]を選択すると、すべて

のユーザーがアクセスできるコンテンツツリー内のレイアウトフォルダにレイアウトを保存できます。

フォルダの選択

レイアウトを他のユーザーと共有する場合は、ユーザーがアクセスできるフォルダにレイアウトを

保存する必要があります。[フォルダの選択 ]をクリックすると、[コンテンツフォルダ]ダイアログが

表示されます。検索機能を使用して特定のフォルダをすばやく特定できます。検索機能は、

ユーザーが検索ボックスにテキストを入力し始めるとすぐに始動します。

新しいサブフォルダを作成するには、既存のフォルダを右クリックして、表示されたメニューから

新しいサブフォルダの追加を選択します。新しいサブフォルダの名前を入力し、フォルダをクリッ

クするかEnterキーを押して新しいサブフォルダを保存し、[選択 ]をクリックします。新しいサブ

フォルダが保存されるまで、選択ボタンはグレーアウトされ選択できません。

デスクトップレイアウト

デスクトップレイアウトを保存すると、デスクトップ全体がキャプチャされます。そのため、Work-
stationに4台のモニターがある場合は、デスクトップレイアウトに各モニターのコンテンツが保存さ

れます。各モニターに表示されるコンテンツは、モニターレイアウトとして個別にも保存されま

す。

デスクトップレイアウトのオプションメニュー

デスクトップレイアウトのオプションメニューには、レイアウト名の右側にある省略記号アイコンを

クリックしてアクセスできます。

適用 - [適用 ]を選択すると、レイアウトがデスクトップに適用され、すでに表示されているレイ

アウトはすべて閉じられます。

プレビュー - [プレビュー]を選択すると、デスクトップレイアウトのプレビューが表示されます。

名前変更 - [名前変更 ]を選択すると、レイアウト名のテキストボックスが利用可能になり、名

前を編集できます。



削除 - [削除 ]を選択すると、レイアウトがレイアウトライブラリから削除されます。

モニターレイアウト

モニターレイアウトは、Aetria Command Center内で使用し、ウォールに適用できます。Aetria
Command Center内で作成されたレイアウトは、コンポジットウィンドウソースとして作成され、

Aetria Workstation内でモニターレイアウトとして利用できます。

モニターレイアウトのオプションメニュー

モニターレイアウトのオプションメニューには、モニターレイアウト名の右側にある省略記号アイコ

ンをクリックしてアクセスできます。

ウィンドウで開く - [ウィンドウで開く]を選択すると、レイアウトが現在のウィンドウで開かれます。

セルで開く - [セルで開く]機能は、テンプレートが適用されている場合に利用可能になりま

す。利用可能なテンプレートセルの一覧が表示され、ユーザーはレイアウトの表示先となる特

定のセルを選択できます。

モニターで開く - [モニターで開く]を選択すると、レイアウトを開く先となる特定のモニターを選択

できます。

削除 -モニターレイアウトの削除機能は、デスクトップレイアウトが削除された場合のみ利用

可能です。

ピンメニューポップアップ

ピンメニューレイアウトを使用して、パネルをワークスペースに固定します。メニューポップアップを

固定したときに表示されるメニューは、現在のメニューまたは最後に使用したメニューです。





コントロール

コントロール機能により、すべてのウォールを管理またはウォールまたはロケーションを個別に管

理権限を持つユーザーは、選択したウォールのコンテンツを制御することができます。

サイドバーでControl(制御 )アイコンを選択すると、Aetria Touchインターフェイスが表示され、

ウォールのコンテンツを制御することができます。

ウィンドウの左上のウォールを選択ボタンをクリックすると、利用可能なウォールが一覧表示さ

れます。必要なウォールを選択すると、下の画像のようにウィンドウに表示されます。



インターフェイスのレイアウトは、表示されるスクリーンのサイズによって異なる場合があります。

上記のウィンドウは、タブレットやノートパソコンなどの小さな画面に表示されます。ウィンドウの

右上の省略記号をクリックすると、コンテンツを制御するための機能が一覧表示されます。

l ウィンドウを開く

l レイアウトを開く

l テンプレートを開く

l すべて閉じる

大きなディスプレイでは、ウィンドウは次のように表示され、ウィンドウの下部全体にコントロー

ルが表示されます。



表示されるオプションは、Aetria Touchインターフェイスと同じで、ライセンスによって異なります。

Standardライセンスでは、ユーザーはレイアウトを開いたり閉じたりすることのみができます。他

の機能はすべて、Aetria Touch Proライセンスでのみ可能です。

Proライセンスでは、ユーザーはソースレベルのアクションを行うことができます。これらには、下図

のに表示されているオプションや、設定オプションで境界線やOSDを適用できるアクションが含

まれています。

Aetria Touchインターフェイスからログアウトするには、下図のように省略記号のメニューバーを

クリックし、LOG OUT(ログアウト) を選択してください。ダイアログには、アプリケーションのバー

ジョン番号が表示されます。





音量

音量スライダーを使用して、オーディオを含むメディアソースの音量を増減できます。現在、音

量コントロールはオーディオフィードを含むすべてのウィンドウに適用される点に注意してくださ

い。個々のソースのコントロールに関する情報はSourcesセクションにあります。

ピンメニューポップアップ

ピンメニューレイアウトを使用して、パネルをワークスペースに固定します。メニューポップアップを

固定したときに表示されるメニューは、現在のメニューまたは最後に使用したメニューです。





一般設定

言語の選択

Workstationアプリケーションは多数の異なる言語で表示できます。ドロップダウン矢印を使用

し、利用可能な言語のリストから必要な言語を選択します。言語設定を変更すると、変更

が保存された時点でアプリケーションの再起動が求められます。

ウェブ

キャッシュの消去

[キャッシュの消去 ]をクリックして、ブラウザのキャッシュとインターネット一時ファイルを消去しま

す。これにより、メモリ領域が解放され、ウェブページの読み込みが容易になります。

[デフォルトに戻す]をクリックすると、すべての設定がデフォルト設定に戻ります。

保存/保存して閉じる

設定への変更を保存するには[保存 ]をクリックします。変更を保存して設定ダイアログを閉じ

るには[保存して閉じる]をクリックします。



バージョン情報

バージョン情報設定を選択すると、アプリケーション名とバージョン番号の詳細を含むダイアロ

グが表示されます。[サードパーティのライセンスに関する通知 ]をクリックすると、サードパーティ

のソフトウェアベンダーからの通知が表示されます。

デフォルトに戻す

[デフォルトに戻す]をクリックすると、すべての設定がデフォルト設定に戻ります。

保存/保存して閉じる

設定への変更を保存するには[保存 ]をクリックします。変更を保存して設定ダイアログを閉じ

るには[保存して閉じる]をクリックします。



アプリケーション管理

アプリケーション管理ダイアログでは、現在マシン上で稼働しているどのアプリケーションをレイア

ウトから除外可能にするかを選択できます。

レイアウトから除外

レイアウトからアプリケーションを除外するには、[+]アイコンをクリックします。すると、[除外する

アプリケーションの追加 ]ダイアログが表示されます。ドロップダウン矢印を使用して、現在マシ

ン上で稼働しているアプリケーションのリストを表示し、レイアウトから除外するアプリケーション

をクリックします。選択したアプリケーションは[レイアウトから除外 ]リストに追加されます。

除外リストからアプリケーションを削除するには、アプリケーションをクリックして選択してから、[-]
アイコンをクリックします。リストからアプリケーションが削除され、レイアウトで利用可能になりま

す。

デフォルトに戻す

[デフォルトに戻す]をクリックすると、すべての設定がデフォルト設定に戻ります。

保存/保存して閉じる

設定への変更を保存するには[保存 ]をクリックします。変更を保存して設定ダイアログを閉じ

るには[保存して閉じる]をクリックします。



フレーム

ソースウィンドウにフレームを追加する機能。

有効

フレームをAetria Workstation機能に組み込むには、フレーム設定を有効にする必要がありま

す。有効にすると、フレーム設定はすべての表示されたウィンドウに影響します。

厚み

フレームの厚みは、ドロップダウンリストで必要なフレームの厚みを選択することで確定します。

厚みを選択すると、ウォールに表示されているすべてのフレームに適用されます。

ワークステーションのフレームカラー

フレームカラーを選択するには、ドロップダウンをクリックしてカラーパレットを表示し、任意のフ

レームカラーを選択します。個々のウィンドウ設定で特定の色が選択されていない限り、すべ

てのWorkstationフレームに同じ色が使用されます。

デフォルトに戻す

[デフォルトに戻す]をクリックすると、すべての設定がデフォルト設定に戻ります。

保存/保存して閉じる

設定への変更を保存するには[保存 ]をクリックします。変更を保存して設定ダイアログを閉じ

るには[保存して閉じる]をクリックします。



レイアウト

起動時レイアウトオプション

レイアウトを選択して、Workstationアップリケーションが開かれたときにそれを開くように設定で

きます。

オプション

[起動時レイアウト]ドロップダウンリストをクリックすると、次のオプションを利用できます。

なし -なしを選択すると、AetriaWorkstationアプリケーションが起動されたときにレイアウトは開

きません。

最後のアクティブなレイアウトを適用 -選択すると、Workstationアプリケーションが起動された

ときに、最後にアクティブだったレイアウトが自動的に読み込まれます。

特定のレイアウトを適用 -選択すると、新しいオプションの[特定の起動時レイアウト ]が利用

可能になります。ドロップダウン矢印を使用して全レイアウトの一覧を表示し、Workstationア
プリケーションが起動されたときに、自動的に表示するレイアウトを選択します。

レイアウトのキーボードショートカット

キーボードショートカットは、通常はマウスで実行している操作の代替方法を提供するキーま

たはキーの組み合わせです。

アクティブなレイアウトの削除

デスクトップまたはモニターからアクティブなレイアウトを削除するように、キーボードショートカット

を設定します。ショートカットを割り当てるには、編集ボックス内をクリックしてから、好みの

ショートカットを入力します。

クイックロード

クリックロード機能では、最大10件の異なるレイアウトを迅速に読み込むためのショートカット

を設定できます。保存されたショートカットを使用すると、デスクトップまたはモニターでレイアウト

を即座に起動できます。

ドロップダウン矢印を使用して、選択したショートカットに関連付けるレイアウトを選択します。



デフォルトに戻す

[デフォルトに戻す]をクリックすると、すべての設定がデフォルト設定に戻ります。

保存/保存して閉じる

設定への変更を保存するには[保存 ]をクリックします。変更を保存して設定ダイアログを閉じ

るには[保存して閉じる]をクリックします。



キーボードショートカット

キーボードショートカットは、通常はマウスで実行している操作の代替方法を提供するキーま

たはキーの組み合わせです。次のショートカットは、Workstationアプリケーションに関連付けら

れたデフォルトのショートカットです。デフォルトのショートカットは、テキストボックスをクリックして

選択したアクションの新しいキーストロークを記録することで、再割り当てできます。

アクション
デフォルトのキーボードショートカッ

ト

キーボードショートカットの開始 Ctrl + Alt + P

ポップアップ表示の切り換え クリックして割り当て

レイアウトパネルを開く Ctrl + L

ソースパネルを開く Ctrl + S

テンプレートパネルを開く Ctrl + T

設定パネルを開く クリックして割り当て

テンプレートオーバーレイの表示 Ctrl + Alt + O

デフォルトに戻す

[デフォルトに戻す]をクリックすると、すべての設定がデフォルト設定に戻ります。

保存/保存して閉じる

設定への変更を保存するには[保存 ]をクリックします。変更を保存して設定ダイアログを閉じ

るには[保存して閉じる]をクリックします。



ソース

ローカルソースロケーション

ローカルソースロケーションには、保存されたローカルソースリポジトリのロケーションが一覧表示

されます。新しいソースロケーションを追加するには、[+]アイコンをクリックします。[ファイルエク

スプローラ]ダイアログが表示されます。エクスプローラウィンドウを使用して、ローカルソースロ

ケーションに追加するフォルダを参照して見つけ、フォルダの選択をクリックします。

新しいソースフォルダがローカルソースロケーションの一覧に追加されます。

ローカルソースロケーションリストからフォルダを削除するには、フォルダをクリックして選択してか

ら、[-]アイコンをクリックします。

選択されたフォルダにあるサポートされたファイルはすべて、ソースタブのローカルソースセクション

で開くことができるようになります。

ウィンドウを開いてセルに移動

セルゾーンへの自動位置合わせ

[はい]を選択すると、自動位置合わせ機能がオンになります。ソースが選択されている場合

は、セルゾーンに適合され、自動的に位置合わせされます。

[いいえ]を選択すると、適用されたテンプレートにかかわらず、選択したソースをドラッグして自

由に配置できます。

セルゾーン位置合わせの切り替え

キーボードショートカットを入力し、セルゾーン位置合わせを切り替えます。デフォルトはShiftで
す。

セル化したウィンドウアクションの置き換え

ソースをテンプレートセルに適用する場合は、ソースウィンドウで何が起こっているかを判別する

ために選択できる多数のアクションがあります。アクションを選択するには、下矢印をクリックし

て、使用可能なオプションの一覧を表示します。



取得したセルの無効化 -選択すると、すでにセルが別のソースで占有されている場合、ソー

スを表示するためにそのセルを利用できません。

既存のウィンドウを閉じる -選択すると、セルが現在ソースで占有されている場合、新しい

ソースがセルに割り当てられると、既存のソースが閉じられます。

既存のウィンドウを作業エリアに移動 (割り当て済みの場合 ) -選択すると、作業ゾーンが割

り当て済みで、セルが現在ソースで占有されている場合、現在のソースを置き換え、元の

ソースを作業ソーンに移動します。

既存のウィンドウの配置を保持 -選択すると、セルが現在ソースで占有されている場合、新

しいソースをその上に重ねます。そのため、最上位レベルのソースが別のセルに移動されても、

元のソースはセル内に残ります。

既存のウィンドウを最小化 -選択すると、セルが現在ソースで占有されている場合、新しい

ソースがセルに追加され、元のソースはタスクバーに最小化されます。

ソースとのやり取り

ウィンドウの設定ボックスが開いている間はソースとのやり取りを行えませんのでご注意くださ

い。

キーボードおよびマウス

トグルを使用して、マウスポインタを表示または非表示にします。

音声

トグルを使用して、音声がミュートされた状態でソースを開くかどうかを選択します。

デフォルトに戻す

[デフォルトに戻す]をクリックすると、すべての設定がデフォルト設定に戻ります。

保存/保存して閉じる

設定への変更を保存するには[保存 ]をクリックします。変更を保存して設定ダイアログを閉じ

るには[保存して閉じる]をクリックします。



テンプレートエディタ

テンプレートエディタは、デスクトップテンプレートのカスタマイズ機能を使用してテンプレートを作

成または編集する場合に使用されます。

キーボードショートカット

セルエディタの分割方向の切り替え(垂直と水平 ) -キーボードショートカットを入力するか、デ

フォルトの左側のShiftを使用します。

色

テンプレートエディタには2つの色セットがあります。1つ目の色セットは、エディタ内でアクティビ

ティが何も実行されていない場合に表示される通常のセル用で、2つ目の色セットはカーソル

がセルの上に置かれたときにセルを強調表示するためのものです。

ドロップダウン矢印と表示されたカラーピッカーを使用して、通常 /強調表示されたセルの境界

線とセルの塗りつぶしに使用する目的の色を選択できます。

セルの境界線の厚み

セルの境界線の厚みは、通常のセルと強調表示されたセルの両方に設定できます。ドロップ

ダウン矢印を使用して、必要な厚み( 0.25pt～8pt) を選択します。

デフォルトに戻す

[デフォルトに戻す]をクリックすると、すべての設定がデフォルト設定に戻ります。

保存/保存して閉じる

設定への変更を保存するには[保存 ]をクリックします。変更を保存して設定ダイアログを閉じ

るには[保存して閉じる]をクリックします。



テンプレートオーバーレイ

テンプレートオーバーレイは、テンプレートが適用され、ソースがテンプレートセル内で表示され

るように選択されている場合に表示されます。

色

テンプレートオーバーレイ設定によって、利用できないセル、セルの境界線、セルの塗りつぶし、

セル内のテキストを表示するための特定の色を選択できます。

ドロップダウン矢印と表示されたカラーピッカーを使用して、利用できない/通常の/強調表示

されたセルの境界線、セルの塗りつぶしに使用する目的の色を選択できます。

セルの境界線の厚み

セルの境界線の厚みは、通常の/利用できない/強調表示されたセルの両方に設定できま

す。ドロップダウン矢印を使用して、必要な厚み( 0.25pt～8pt) を選択します。

デフォルトに戻す

[デフォルトに戻す]をクリックすると、すべての設定がデフォルト設定に戻ります。

保存/保存して閉じる

設定への変更を保存するには[保存 ]をクリックします。変更を保存して設定ダイアログを閉じ

るには[保存して閉じる]をクリックします。
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